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着物通じて日本人としての
アイデンティティ伝えたい

相手の話をよく聞く

はん和きもの学院
学院長　立花 ひろみ氏

▪住所／大阪府堺市北区長曽根町10 柳生第二ビル３階

▶ 堺市中区倫理法人会 ◀

撮影：Studio Airy
　　　ハラダシンジ氏（大阪北区倫理法人会）

きっかけはMS。参加者の
｢活気」「エネルギー」に感動

「明朗・愛和・喜働」の精神

株式会社 メインランドジャパン
執行役員・営業本部長　篠田 礼門氏

▪住所／大阪市北区梅田2−4−9 ブリーゼタワー11階

▶ 大阪都島区倫理法人会 ◀

撮影：写真スタジオハート
　　　上田哲也氏（枚方・交野倫理法人会）

道頓堀倫理法人会会長就任
２年目で普及３冠王を獲得

活力朝礼で会社を変える

株式会社 フジムラ
代表取締役　橋本 秀一氏

▪住所／大阪市住之江区北加賀屋4−4−20

▶ 道頓堀倫理法人会 ◀

撮影：株式会社PhotostudioS
　　　杉谷 昌彦氏（堺市倫理法人会）
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１
月
13
日
㈫
に
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
に
て

倫
理
研
究
所
参
与　
田
形
健
一
様
に
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。
事
業
体
験
報
告
で
は
、

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
倫
理
法
人
会　
小
滝

敏
郎
様
に
体
験
報
告
を
し
て
頂
き
ま
し

　
１
月
28
日
㈬
午
後
６
時
半
よ
り
吹
田
市

の
吹
田
市
文
化
会
館
「
メ
イ
シ
ア
タ
ー
」

に
て
平
成
27
年
度
倫
理
経
営
講
演
会
が
開

催
し
ま
し
た
。
会
長
が
変
わ
り
初
め
て
の

大
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
も
以

上
に
気
合
を
入
れ
て
臨
み
ま
し
た
。
年
末

年
始
で
の
動
員
活
動
は
、
様
々
な
困
難
が

あ
り
ま
し
た
が
、
１
８
２
名
の
方
に
参
加

「
倫
理
経
営
講
演
会
に

寄
せ
て
」

　
今
年
も
倫
理
法
人
会
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
倫

理
経
営
講
演
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
改
め
て
活
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書
か
れ
て

い
る
そ
の
目
的
を
読
ん
で

み
ま
し
た
。

　「
積
極
的
に
未
会
員
（
経

営
者
）
に
よ
び
か
け
、
倫

理
法
人
会
の
活
動
を
広
く

地
域
社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

倫
理
経
営
の
理
解
者
と
倫

理
運
動
へ
の
賛
同
者
を
入

会
に
導
く
」
と
あ
り
ま
す
。

　
先
日
、
入
会
し
て
間
も

な
い
方
に
「
な
ぜ
倫
理
経

営
講
演
会
を
開
催
す
る
の

で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
目

的
を
お
伝
え
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
日
は
予
定
を

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
参
加
表

明
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
倫
理
経
営
講
演
会
と
は

未
会
員
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
入
会
の
浅
い
方
に
も
倫
理
運
動
を
深

く
理
解
し
て
頂
く
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

慣
れ
に
流
さ
れ
ず
、
倫
理
経
営
講
演
会
の

原
点
に
戻
り
、
積
極
的
に
学
び
、
伝
え
て

い
き
た
い
と
改
め
て
感
じ
た
平
成
27
年

度
の
倫
理
経
営
講
演
会
の
幕
開
け
で
す
。

（
記
：
徳
田 

昭
次 

研
修
委
員
長
／
大
阪

府
倫
理
法
人
会
）

た
。
参
加
者
は
１
７
７
名
（
内
未
会
員
24

社
、
32
名
）
で
し
た
。
講
演
会
を
終
え
て

千
里
中
央
土
屋
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

致
し
ま
し
た
。

◯�

開
催
に
当
た
っ
て
の
苦
労
話
や
裏
話

　
一
番
の
苦
労
は
、
や
は
り
２
０
０
名
の

参
加
者
を
募
る
事
。
会
場
の
都
合
で
２
週

間
日
程
が
早
ま
っ
た
事
、
２
２
０
名
の
予

定
が
約
50
名
に
及
ぶ
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
、

当
日
の
準
備
不
足
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
等
、

こ
の
経
験
を
来
年
の
開
催
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

◯�

単
会
に
と
っ
て
倫
経
を
ど
う
い
う
位
置

づ
け
と
し
て
望
ま
れ
た
か

　
１
年
に
１
回
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で
最

大
の
普
及
活
動
の
場
で
あ
る
と
位
置
づ
け

頂
き
ま
し
た
。

◇　
　
◇

　
第
一
部
は
、
イ
カ
リ
消
毒
㈱　
黒
澤
眞

次
会
長
の
ご
講
演
で
し
た
。
実
体
験
な
ど

包
み
隠
さ
ず
お
話
頂
き
ま
し
た
。
失
敗
が

あ
っ
て
も
、
物
事
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
何
事
も
い
い
方

向
に
導
か
れ
る
。
そ
の
姿
勢
が
原
点
に
あ

る
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇　
　
◇

　
第
二
部
で
は
、
倫
理
研
究
所　
戸
田
栄

造
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
講
演
で
し

た
。
壇
上
に
響
き
渡
る
「
今
を
生
き
る
」

と
い
う
心
か
ら
の
叫
び
に
、
熱
い
思
い
が

込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
も
目
を
閉

じ
な
が
ら
、
自
分
は
今
、
一
生
懸
命
生
き

て
い
る
の
か
と
自
問
自
答
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

て
臨
み
ま
し
た
。

◯�

目
標
達
成
の
た
め
に
ど
う
い
う
工
夫
を

さ
れ
た
か

　
会
長
、
専
任
幹
事
を
中
心
に
各
会
員
と

活
動
分
野
を
細
分
化
し
、
自
分
で
立
て
た

目
標
を
上
回
る
新
た
な
目
標
の
設
定
を
す

る
こ
と
で
全
員
に
達
成
意
識
を
持
っ
て
頂

く
よ
う
に
し
た
そ
う
で
す
。

◯�

最
後
に
今
回
の
開
催
で
本
当
に
感
じ
た
事

　
「
毎
週
今
回
の
動
員
の
よ
う
な
気
持
ち

で
Ｍ
Ｓ
を
や
れ
れ
ば
、
日
本
一
素
晴
ら
し

い
経
営
者
の
学
び
の
場
に
な
る
」
と
語
ら

れ
た
土
屋
会
長
の
表
情
か
ら
は
安
堵
と
今

後
へ
の
決
意
が
感
じ
取
れ
ま
し
た
。（
記
・

米
澤 

忍 

実
行
委
員
／
千
里
中
央
倫
理
法

人
会
）　

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

千
里
中
央
倫
理
法
人
会
１
月
13
日
㈫

吹
田
市
倫
理
法
人
会
１
月
28
日
㈬

　
懇
親
会
は
未
会
員
の
方
々
に
も
感
想
な

ど
を
述
べ
て
頂
き
、
今
後
に
繋
が
る
素
晴

ら
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。（
記
・
藤

本 

隆
平 

幹
事
／
吹
田
市
倫
理
法
人
会
）

ご講演 ご講演事業体験報告

・
第
一
部

　
イ
カ
リ
消
毒
㈱ 

会
長

　
黒
澤
　
眞
次 

氏

・
第
二
部

　
倫
理
研
究
所 
法
人
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

　
戸
田
　
栄
造 

氏

倫
理
研
究
所 

参
与

　
田
形
　
健
一 

氏

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
倫
理
法
人
会

　
小
滝
　
敏
郎 

氏

平成27年度  倫理経営講演会 開催
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平
成
27
年
１
月
30
日
に
大
阪
府
の

先
陣
を
き
っ
て
、
堺
市
が
年
間
目
標

の
１
８
５
社
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
末
（
８
月
）
に

１
６
９
社
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５
ヶ

月
で
16
社
と
い
う
予
想
外
の
退
会
も

入
会
を
32
社
と
し
、
純
増
16
社
の
素

晴
ら
し
い
結
果
で
す
。

　
そ
の
成
果
の
特
筆
す
べ
き
は
、
３

代
前
の
鈴
木
会
長
か
ら
受
け
継
が
れ

て
き
た
、
一
人
で
も
す
る
毎
週
の
普

及
デ
ィ
と
三
役
会
。
何
が
あ
っ
て
も

や
り
遂
げ
る
と
い
う
、
良
い
も
の
は

変
え
な
い
「
不
易
」
の
実
践
で
す
。

　
そ
れ
を
木
村
前
会
長
（
現
大
阪
府
会
長
）
が
継
承
、
発

展
さ
せ
て
堺
市
中
区
を
正
倫
理
法
人
会
（
１
０
０
社
以
上
）

と
し
て
１
０
３
社
で
分
封
（
会
を
分
け
る
）
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
信
念
と
実
践
を
、
吉
瀬
現
会
長
が
継
承
さ
れ
、

80
万
都
市
の
堺
市
に
５
単
会
を
作
る
構
想
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
堺
市
の
根
底
と
な
る
普
及
デ
ィ
・
役
員

会
・
幹
部
研
修
の
参
加
人
数
の
増
員
と
組
織
の
確
立
が
条

件
と
考
え
、
２
年
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
今
の
組
織
を
作
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
吉
瀬
会
長
は
堺
市
会
員
に
誇
り
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
会
員
は
会
長
に

恩
返
し
の
普
及
を
し
て
い
る

の
で
す
。

　
正
に
我
々
が
目
指
す
倫
理

経
営
が
こ
こ
に
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　
大
阪
府
の
単
会
の
皆
様
も

喜
ん
で
苦
難
に
挑
戦
し
、
更

な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
頂
き

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
田
頭 

一
之　
普
及
拡
大
委

員
長
／
大
阪
府
倫
理
法
人
会
）

　
ド
ラ
ッ
ガ
ー
の
著
書
「
ポ
ス
ト
資
本
主
義
」
や
「
ネ
ク
ス
ト
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
」
を
引
用
さ
れ
、
今
私
た
ち
の
生
き
る
こ
の
時
代
が

大
転
換
期
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
で
自
信
を
も
っ
て
予
測
で
き
る
こ
と
は
、
未
来
は
予
測

し
が
た
い
方
向
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
」（
ド
ラ
ッ

ガ
ー
「
ネ
ク
ス
ト
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」）
と
。

　
こ
の
50
年
の
間
に
人
類
意
識
の
大
転
換
期
を
も
た
ら
す
重
要
な

契
機
が
あ
っ
た
こ
と
も
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宇
宙
空
間
に
出

る
事
で
芽
生
え
た「
地
球
意
識
」。さ
ら
に
宇
宙
開
発
競
争
に
よ
り「
ガ
イ
ア（
地

球
生
命
体
）
の
思
想
」
の
誕
生
。
そ
し
て
複
雑
に
絡
み
合
い
、
影
響
し
合
う

「
経
済
の
発
展
」「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
の
確
保
」「
地
球
環
境
の
保
全
」

の
三
つ
の
課
題
が
創
り
だ
す
「
ト
リ
レ
ン
マ
の
危
機
」
に
つ
い
て
。
経
済
そ

の
も
の
の
在
り
方
さ
え
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
き
、
日
本
の
大
転
換
期
の
中

心
と
な
る
時
期
が
、
２
０
１
２
年
か
ら
２
０
１
５
年
と
は
ま
さ
に
今
こ
の
瞬

間
で
、
そ
こ
に
私
た
ち
は
生
き
て
い
る
の
だ
と
改
め
て
感
じ
る
研
修
で
し
た
。

　
今
年
70
周
年
を
迎
え
る
倫
理
研
究
所
の
歴
史
と
創
始
者
丸
山
敏
雄
の
決
意
と

私
た
ち
が
学
ぶ「
純
粋
倫
理
」の
顕
著
な
特
徴
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑴
「
純
粋
倫
理
」
は
科
学
に
立
脚
し
、
宗
教
に
出
入
す
る
。

　
倫
理
は
宗
教
で
は
な
い
。
し
か
し
人
間
を
超
え
た
絶
対
者
に
対
し
て
ス
ト

レ
ー
ト
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
観
察
と
実
験
（
実
践
）
に
よ
っ
て
「
人

生
の
苦
難
」
が
解
消
す
る
か
ど
う
か
を
や
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
は
理

屈
抜
き
で
や
っ
て
み
る
こ
と
。
そ
こ
に
必
ず
起
こ
る
変
化
。
そ
の
上
で
ま
た

実
験
（
実
践
）
す
る
。「
純
粋
倫
理
」
は
知
っ
て
い
る
が
た
め
に
人
を
切
る
道

具
と
も
な
り
、
自
分
を
責
め
る
も
の
と
も
な
る
。「
実
践
な
き
倫
理
は
、
無
意

味
ど
こ
ろ
か
有
害
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
倫
理
は
、
親
を
通

し
て
己
の
生
命
の
根
元
と
繋
が
っ
て
い
く
。

⑵
「
純
粋
倫
理
」
は
「
原
理
」
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

七
つ
の
原
理
と
は

１
．
ひ
と
つ
な
が
り
の
世
界
を
生
き
る
（
全
一
統
体
の
原
理
）

２
．
出
入
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
る
（
発
顕
還
元
の
原
理
）

３
．
大
肯
定
が
人
生
を
拓
く
（
全
個
皆
完
の
原
理
）

４
．
朗
ら
か
に
張
り
つ
め
て
生
き
る
（
存
在
の
原
理
）

５
．
陰
と
陽
の
合
一
か
ら
生
成
へ
（
対
立
の
原
理
）

６
．
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も
の
（
易
不
易
の
原
理
）

７
．�

よ
り
大
き
な
調
和
を
め
ざ
す
（
物
境
不
離
の
原
理
）
こ
の
原
理
を
身
に

つ
け
れ
ば
応
用
力
が
身
に
付
く
。
物
事
が
上
手
く
い
か
な
い
時
は
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

⑶
「
純
粋
倫
理
」
は
随
所
に
学
び
が
あ
る
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
学
べ
る
。
苦
難
は
生
き
て
い
る
証
拠
で
あ
り
、

　１月16日㈮18時半よりベイタワー
ホテル大阪にて（一社）倫理研究所の
丸山敏秋理事長の役員研修が開催さ
れました。大阪府倫理法人会の役員、
実行委員252名が参加いたしました。

大阪府倫理法人会
平成27年度 理事長役員研修

堺
市
倫
理
法
人
会 

年
間
目
標
達
成
の
軌
跡

年間目標
185社達成
祝

「
赤
信
号
」
の
知
ら

せ
で
も
あ
る
。

⑷�

「
純
粋
倫
理
」

は
時
空
を
超
え

る
。
そ
れ
は
心
の

生
活
法
則
で
あ
る
。

　
心
が
変
わ
ら
な
い
と
体
験
に
は
な
ら

な
い
。
ま
ず
心
が
先
。
心
は
時
間
・
空

間
を
超
え
る
。
心
が
過
去
に
返
っ
て
過

去
を
変
え
て
く
る
。
心
の
パ
ワ
ー
は
計

り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

⑸�

「
純
粋
倫
理
」
は
日
本
の
倫
理
文
化
が
結
集
し
た
教
え
で
あ
る
。

　
「
純
粋
倫
理
」
は
純
国
産
。
そ
の
学
び
の
目
的
は
「
純
情
（
す
な
お
）」
の

心
境
を
持
ち
続
け
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
純
情
無
私
の
心
境
に
至
っ
た
と

き
、
自
分
を
超
え
た
力
が
働
き
か
け
る
。「
純
情
」
に
至
る
近
道
は
、
恩
の
自

覚
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
倫
理
法
人
会
の
特
色
に
つ
い
て
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

⑴�
「
純
粋
倫
理
」
と
い
う
し
っ
か
り
し
た
拠
り
所
が
あ
る
。

　「
純
粋
倫
理
」
と
は
企
業
経
営
で
い
う
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー
（
哲
学
）
で
あ
る
。

⑵
素
晴
ら
し
い
仲
間
が
い
る
。

　
利
害
で
な
く
、
倫
理
で
つ
な
が
る
倫
友
が
い
る
こ
と
。

⑶
朝
を
大
切
に
し
て
い
る
。

　
朝
は
「
誕
生
の
縮
図
」。
人
は
毎
朝
生
ま
れ
変
わ
る
。

⑷
家
庭
の
経
営
を
上
手
く
す
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
人
生
の
経
営
で
あ
る
。

　
家
庭
の
経
営
状
態
が
事
業
に
反
映
す
る
。

⑸
継
続
の
力
を
有
す
る
団
体
と
な
っ
た
。

　
手
弁
当
で
や
っ
て
き
た
団
体
だ
が
、継
続
す
る
こ
と
で
信
頼
を
生
ん
で
い
る
。

　
本
当
に
素
晴
ら
し
い
研
修
で
あ
り
丸
山
敏
秋
理
事
長
の
想
い
を
役
員
幹
部

一
同
改
め
て
感
じ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
修
の
機
会
を
い

た
だ
け
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
研
修
後
の
懇
親
会
は
、
丸
山
理
事
長
を
中
心
に
非
常
に
和
や
か
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ「
倫
理
法
人
会
の
役
割
と
使
命
」

「
倫
理
運
動
と
倫
理
法
人
会
の
使
命
」

2
「
世
界
文
明
の
大
転
換
期
を
わ
れ
わ
れ
は
生
き
て
い
る
」

１
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今月の　　セミナーPick Up

このコーナーでは月替わりで単会がお薦めする各種セミナーをご紹介致します。

　１月24日土曜日、会員企業である堺市内の南海グリルにて、
平成27年度第１回・南地区オリエンテーションが開催されまし
た。30名近い新入会員と４単会の役員や南地区に所属する府の

役員の方々総勢
50名余りが参加
しました。
　高田南地区長、
担当単会である
堺市中区・森会
長の挨拶に続き、

倫理法人会について、決して十分ではありませんでしたが副地
区長・樋口よりプレゼン説明をさせて頂きました。引き続き、堺
市中区・陳実行委員と、松原市・堀江専任幹事より倫理実践報告。
　その後の懇親会では、新入会者ひとりづつ、自己紹介と入会
のきっかけと感想を発表。まさに十人十色で興味津々。皆さま
饒舌で時間オーバー気味。
　発表中には、先輩諸氏からの暖かくかつうるさい声援も最高
潮。実に楽しい交流となりました。
　泉州・久場会長、堺市・吉瀬会長のお話と、最後は山本・大
阪府幹事長に締めて頂きました。
　新入会員の皆さまが積極的に会の運営に関わり、一緒に楽し
く学び共に成長していけることを祈念しております。
� （記：樋口 淳 南地区副地区長／大阪府倫理法人会）

★トピックス★

「南地区オリエンテーション」開催
大阪府倫理法人会主催

暦のはなし
■ 日時	 3月12日㈭　6：30〜
■ 会場	 ホテルセイリュウ
	 東大阪市上石切町1－11－12

　河内国一之宮枚岡神社（ひらおかじんじゃ）の
中東弘宮司の講話です。大阪府倫理法人会会報「な
にわ」には「温故知新〜大阪・日本人の知江を遡

る」と題したシリーズを毎月連載していただいております。
この度今年の２月で連載回数が50回の節目を迎えるにあた
り、大阪鴻池倫理法人会で講話をしていただく運びになり
ました。
　今回のテーマは「暦のはなし」です。中東宮司と言えば
年末に枚岡神社の境内で約20分間2000人で笑い続ける通
称「お笑い神事」で有名ですが、今回はお笑い神事の話と
いうよりも日本人として知っておくべきこと満載のために
なる講話をしていただく予定です。会場の立地が大阪で一
番高い大阪鴻池倫理法人会で、大阪で一番学びの質も高い
講話を聞いてみませんか。ぜひお運び下さいませ。

記 春名 立龍 幹事／大阪鴻池倫理法人会

平
岡
神
社
宮
司

中 
東　
　

 
弘 

氏

大阪鴻池
倫理法人会経営に生かせ、倫理の力

■ 日時	 3月5日㈭　6：30〜
■ 会場	 ホテルサンルート関空
	 泉大津市なぎさ町5－1

　今を輝く大阪府倫理法人会　木村雅会長の講話は多
くの人に活力と影響を与えます。大阪の人であれば知
らない人はいないとも言って過言ではない、あのパド

の経営者です。アポイントを社員の方を通じて取ろうと思って
も、辿り着くことすら難しいです。多くの社員の方に認められて
からでなければ、直接話すことすら叶わない。そんな木村会長
の講話を聴けるチャンスがあると共に、モーニングセミナー後
の朝食会では直接話す機会も、名刺交換をするチャンスもあり
ます。そして、魅力ある会社作りをされている木村会長の話を
無料で聞くことができます。話される内容は、会を重ねるごと
に煮詰まり熟成され、良い味が出てくるものです。多くの会場
で講話されてきた後のこのタイミング、ぜひ聞いてみて下さい。

記 中川 顕一 専任幹事／泉州倫理法人会

大
阪
府
倫
理
法
人
会 

会
長

木 

村　
　

 

雅 

氏

泉 州
倫理法人会

関西のソウルフード！
■ 日時	 3月27日㈮　6：30〜
■ 会場	 ハートンホテル南船場
	 大阪市中央区南船場2－12－22

　素朴な材料と昔ながらの製法で変わらない味をがんこなまで
に守り続ける大阪下町の味、ポンせんべいこと満月ポンでお馴染
みの株式会社松岡製菓　松岡清德氏が大阪中央区倫理法人会で

講話していただきます。
　三代目であり今年創業57年を迎え、倫理法人会には入会して4年になるそ
うです。
　伝統を守り続ける中でも社内の確執がありそんな苦悩の中、倫理と出会い
倫理指導を受け実践をする事で原因と対策が見つかり社内に活気が生まれ
たそうです。また、様々な倫友の講話をモーニングセミナーで聴く事により、
社内でも取り組む実践をされるなど素晴らしい努力をされておられます。
　関西ゆかりの馴染み深いお菓子会社の松岡氏。どんな実践をされ、どのよ
うに変わったか。またどんな人柄であるかはお越しくださりご自身の目でお
確かめください。ぜひ、3月27日は大阪中央区倫理法人会モーニングセミナー
へご参加下さい。

記 朝日 里佳 青年委員長／大阪府倫理法人会

大
阪
府
倫
理
法
人
会

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
長

松 

岡　
清 

德 

氏

大阪中央区
倫理法人会倫理法人会に入会して良かったこと

■ 日時	 3月19日㈭　6：30〜
■ 会場	 ホテル「ホップイン」アミング
	 兵庫県尼崎市潮江1－4－1

　いつも元気な中村さとみさん。誰に対しても優しく、反
面、その行動力で周囲を引っ張ってくれる面も持っておられ
ます。

　トールペイント教室の代表を努められ、倫理法人会でのご自身の学
びを教室の生徒さんにもお話されるなど、周囲と積極的に関わり人の
気持ちを惹きつけ、自分と周囲を高めていかれる姿はとても魅力的です。
　講話も何度か拝聴しましたがいつも素直な気持ちのこもったお話を
されます。
　今回のテーマは、「倫理法人会に入会してよかったこと」として入会
後のご両親やご祖先に対する気持ちの変化、家族との関係、倫理法人
会と出会ってからの現在とこれからのご自身についてお話いただきま
す。

記 山根 鉄平 幹事／大阪福島区倫理法人会

大
阪
福
島
区
倫
理
法
人
会 

幹
事

中
村 
さ
と
み 

氏

大阪福島区
倫理法人会

4



経営者の皆様、悩み事・困り事はありませんか？ 私たちと一緒に学び・解決しませんか？
当会では現在、大阪府下の21カ所にて、毎週火〜土曜日の朝６時半から７時半まで「経営者モーニングセミナー」（MS）を開催しています。
どこかの倫理法人会に入会されますと、大阪府下だけでなく、全国各地で開催されているMSに参加が可能です。

【モーニングセミナー】	 最新のビジネス情報から、ベテラン経営者の体験談など、家庭円満・会社繁盛の秘訣がてんこもりです！
		  （詳細内容は７〜８ページのMS予定表をご覧下さい）

【朝 食 会】	 セミナー終了後は自由参加で朝食会を開催。異業種交流＆情報交換の場として積極的に活用されています。

大阪府倫理法人会　経営者モーニングセミナーのご案内
会員でない方も無料・予約なしでご参加頂けます

モーニングセミナーの流れ
6：28〜6：30
開始2分前

気持ちを整え、切り換える静寂の時間
開始２分前の予鈴が鳴ります。

6：30開始 開会（本鈴が鳴ります）
倫理法人会の歌「夢かぎりなく」斉唱

6：35頃

17ヵ条斉唱「万人幸福の栞」輪読
当会の根本理念であり、生活の筋道である「純粋倫理」のエキスが濃縮された栞
の17 ヵ条を毎週１つずつ、みんなで読んでいきます。
元気良く「はい！」と言って、栞を輪読することで、積極性を養います。

6：40頃 会長挨拶

6：45頃 会員スピーチ（ない時もあります）
会員が当会での学びを踏まえた日常生活での気づきや体験を報告する時間。

6：50頃〜7：25〈講話〉詳しい内容は7〜8ページの予定表をご覧下さい
7：25〜7：30 連絡事項、誓いの言葉、終了（終鈴が鳴ります）
7：30〜 朝食会（自由参加・自由解散）

１. 今日は最良の一日、今は無二の好機
２. 苦難は幸福の門
３. 運命は自らまねき、境遇は自ら造る
４. 人は鏡、万象はわが師
５. 夫婦は一対の反射鏡
６. 子は親の心を実演する名優である
７. 肉体は精神の象徴、病気は生活の赤信号
８. 明朗は健康の父、愛和は幸福の母
９. 約束を違えれば、

己の幸いを捨て他人の福を奪う

『万人幸福の栞』

●お問合先
大阪府倫理法人会 事務局
〒540-0032　大阪市中央区天満橋京町1-23　サン・システム天満橋ビル501号室
TEL 06-6949-0738　E-mail info@osaka-rinri.net

10. 働きは最上の喜び
11. 物はこれを生かす人に集まる
12. 得るは捨つるにあり
13. 本を忘れず、末を乱さず
14. 希望は心の太陽である
15. 信ずれば成り、憂えれば崩れる
16. 己を尊び人に及ぼす
17. 人生は神の演劇、その主役は己自身である

新入会員紹介

大　川

八軒家
駐車場 12号出口11号出口

京阪シティモール

至北浜 至OBP土佐堀通り

京阪・地下鉄天満橋駅

OMM

至
東
天
満

谷
町
筋

大阪キャッスルホテル

大阪市＆大阪都島区倫理法人会
会 場／大阪キャッスルホテル

地下鉄・京阪本線天満橋駅下車すぐ
大阪市中央区天満橋京町1－1

U・コミュニティホール
TISセンター6階

三菱東京UFJ銀行

ハウス食品

バス停 近鉄奈良線
至難波 至奈良

マックスバリュ

関西電力

郵便局
U・コミュニティ
ホテル 大

阪
商
業
大
学

河内小阪

東大阪市倫理法人会
会 場／U・コミュニティホール TTSセンター

近鉄・奈良線河内小阪駅より徒歩2分
東大阪市御厨栄町1－4－4

かじか荘
桜公園至関西大学

至亀岡

美人湯
祥風苑

至日吉台

今城交差点

高槻
服部

バス停

至
大
阪茨木IC➡ ⬅大山崎IC国道171号線

ファミリーマート

マクドナルド

文

みどりヶ丘病院
日産 ロイヤルホスト

芥
川

名神高速道路

山水館
看板

⬅
⬅

JR高槻

阪急高槻

高槻市倫理法人会
会 場／かじか荘

茨木IC出口より約20分、大山崎IC出口より約30分
大阪府高槻市塚脇５－１－１

各単会モーニングセミナー会場地図（6 ページに続く）

高槻市内で司法書士をしております西村と申します。「和風の朝活」
があると聞きMSに参加させて頂きました。最初は半信半疑でし
たが倫理を学んでいくうちにその深みを知り、今までと違った価
値観に気付かせて頂ける予感があります。歌や輪読も最初は少し
戸惑いましたが、続けているうちに朝から大きな声を出すことが
新鮮で気持ちよく感じるようになってきました。入会したばかり
でまだまだこれからですが積極的に倫理を学び「気付き」を体験
できればと思っております。� （紹介者：菅原 弘士 実行委員）

西村治郎司法書士事務所
西村 治郎 会員

（高槻市倫理法人会）

気付ける人間を目指して
倫理に出会い周りの方々への感謝が深まりまし
た。そして自信に繋がり自らの可能性が広がりま
した。心の学びが私の仕事に直結しています。倫
理で学ぶ言葉・行動ひとつひとつを大切に実践に
繋げていきます。� （紹介者：酒井 康雄 会員）

のり工房
山崎 紀子 実行委員

（大阪市倫理法人会）

可能性が広がりました

倫理法人会への入会のきっかけは社内で朝礼を始めたことでし
た。毎日の朝礼のネタを探している時に「職場の教養」に出会
い、ナイトセミナーに参加させて頂き非常に感銘を受けMSに
も参加したのですが、最初は皆さんの漲る活力に圧倒されてし
まい、輪読にも参加出来ませんでした。しかし、少しずつ行事
にも参加していく内に輪読にも参加出来るようになり、自分自
身に変化が出てきてます。良い会社を作るためにも倫理を一つ
ずつ学んで行きたいと思います。�（紹介者：矢野 昌弘 副会長）

三星電機株式会社
三原 将経 会員

（八尾市倫理法人会）

朝礼を始めたのがきっかけで
紹介者の山田さんが、あまりにも楽しそうなのでつい釣ら
れて入会してしまいました。結果的には、朝の早い人に悪
い人はおらず楽しく学ばせてもらってます。仕事は経営や
実家の相続問題を経験して金融に関する知識の大切さを実
感し、人生の後半を金融知識を伝える FPとして「世のた
め人のため」になる活動をしたいと決意。そして現在は楽
天やスクロール、行政機関などにおいてマネー講師として
精進中です。� （紹介者：山田 哲也 西地区副地区長）

株式会社オー・ド・シエル
長島 栄作 実行委員

（大阪北区倫理法人会）

日々感謝！！

はじめまして、株式会社アイ建設で住宅を建てる
仕事をしています。私たちの仕事はお客様の夢を
形にしていく事です。そんな仕事をしている私た
ちは「明朗・愛和・喜働」の心が大切です。倫理
と出会い、万人が必ず幸福になれる絶対倫理を実
践し、一軒でも多くの家庭に幸福になっていただ
けるように、しっかり学んでいきたいと思います。
� （紹介者：内藤 伸吾 専任幹事）

株式会社アイ建設
中辻 正男 会員

（堺市倫理法人会）

万人幸福の道
サンタルート株式会社で代表をさせて頂いております大野翔平と申し
ます。昨年あるきっかけで独立することになり、不安だったときに安
富さんの紹介でMSに参加しました。ピンときて、参加当日に倫理
に入会してからは、自単会の全てのMS、幹部研修に参加し、他の行
事もできるだけ参加し、どっぷり倫理に浸かっています。倫理は、メ
ンターと呼べる経営者たちがたくさん集まる会ですので、この環境に
いることができるというのは本当に宝だと思ってます。これからも倫
理実践を続けていきたいと思います。� （紹介者：安富 智基 会員）

サンタルート株式会社
横山 泰明 会員

（枚方・交野倫理法人会）

どっぷり浸かっています
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各単会モーニングセミナー会場地図

Ｊ
Ｒ
「
天
王
寺
」
駅
北
出
口
右
折
徒
歩
５
分

大
阪
市
天
王
寺
区
北
河
堀
町
３
－
15

天
王
寺
公
園

地
下
鉄
谷
町
線

天
王
寺
駅

至
新
今
宮

三井住友
銀行

マクドナルド

天王寺駅

近鉄阿部野橋駅

天王寺駅

天王寺
駅前駅

MIOプラザ MIO

北出口 大阪
教育大学

至杭全町

至
寺
田
町

JR線

地下鉄御堂筋線

バス
ターミナル

P P

Pホテル
バリタワー天王寺

YMCA
河合塾

南河堀

天王寺中学校
至天満橋

至昭和町

七田チャイルドアカデミー

阪堺電軌上町線
あべのハルカス

大阪天王寺区倫理法人会
会 場／七田チャイルドアカデミー天王寺教室

大丸

大丸北館

パルコ・ロフト

シャネル

ルイヴィトン

長堀地下駐車場 地下鉄鶴見緑地線

東急ハンズ

心
斎
橋
筋

三
休
橋
筋

地
下
鉄
堺
筋
線

地
下
鉄
御
堂
筋
線

心
斎
橋
駅

長
堀
橋
駅

至
本
町

至
な
ん
ば

ハートンホテル南船場

大阪中央区倫理法人会
会 場／ハートンホテル南船場

地下鉄長堀橋駅・心斎橋駅下車 A階段クリスタ長堀北5号出口すぐ
大阪市中央区南船場2－12－22

りそな銀行 京阪電鉄本線

至１号線

コーナン大阪電気
通信大学

大阪府陸運事務局

マクドナルド

京都銀行
三
井
住
友

銀
行

全
音
楽
譜

出
版
社

住
吉
神
社アドバンス1号館

寝屋川市駅

寝屋川
市役所

寝屋川
警察署

NTT

寝屋川市民会館至
枚
方
・
京
都

至
八
尾

至
枚
方
・
京
都

至
守
口
・
淀
屋
橋

シティホテル
ニューコマンダー

寝屋川市倫理法人会
会 場／シティホテル ニューコマンダー

京
阪
本
線
・
寝
屋
川
市
駅
よ
り
南
へ
５
０
０
ｍ

線
路
沿
い
に
歩
い
て
６
分

寝
屋
川
市
木
田
町
17
－
４

〜

りそな銀行

松原徳州会病院 天美図書館

無料駐車場
ロ
ー
ソ
ン

阪神高速14号松原線
三宅出入口

三
宅
新
道

池内中公民館
国
道
３
０
９
号
線

河
内
天
美
駅

近
鉄
南
大
阪
線

松原市倫理法人会
会 場／池内中公民館

近鉄南大阪線・河内天美駅より北東へ徒歩7分
松原市天美東7－12

阪
神
高
速
１
号
環
状
線

御
堂
筋

四
ツ
橋
駅

四ツ橋・本館
SMG貸会議室

大丸
心斎橋

スター
バックス

中国銀行

みずほ銀行
長堀通

長堀鶴見緑地線

地下鉄四ツ橋線

四ツ橋駅
４番出口

ファミリーマート

ホワイトドーム
プラザ

四ツ橋
新興産ビル

心斎橋駅

大阪西区倫理法人会
会 場／ SMG貸し会議室

大
阪
市
西
区
北
堀
江
１
－
６
－
２

サ
ン
ワ
ー
ル
ド
ビ
ル
６
Ｆ

セルシー南出口

千里中央駅
モノレール

至吹田インター中央環状線

阪急千里中央ビル
千里ライフサイエンスセンター

〒りそな銀行

タクシー乗場

大阪モノレール
千里中央ビル

至箕面 至北千里

読
売
文
化

セ
ン
タ
ー

地
下
鉄

千
里
中
央
駅

新
御
堂
筋
線

千
里
図
書
館

千里阪急ホテル

千里中央倫理法人会
会 場／千里阪急ホテル

地下鉄・大阪モノレール千里中央駅よりすぐ
豊中市新千里東町2－1－D－1号

大浜公園

中央環状線

至難波

至和歌山

阪
堺
電
軌
阪
堺
線南

海
本
線

阪
神
高
速
16
号
堺
線

国
道
26
号
線

堺
駅

湊
駅

ホテル・アゴーラ
リージェンシー堺

堺市＆堺市中区倫理法人会
会 場／ホテル・アゴーラリージェンシー堺（旧リーガロイヤルホテル堺）

南
海
本
線
・
堺
駅
よ
り
直
結

堺
市
堺
区
戎
島
町
４
－
45
－
１

西
梅
田

四
つ
橋
線

御
堂
筋
線

堂島アバンザビル

北新地駅

大阪駅JR東海道線

JR東西線

京阪中之島線

サントリービル

堂島川

ハービスENT

梅
田

堂島ホテル

渡辺橋 大江橋

大阪北区倫理法人会
会 場／堂島ホテル

地下鉄西梅田駅・JR東西線北新地駅より徒歩3分
大阪市北区堂島浜2－1－31至国分・名張

至信貴山口

至・山本高校
（東大阪方面）

近鉄大阪線

マクドナルド

JA中河内

コインパーキング

河内山本駅

山
本
八
幡
宮

玉
　串
　川

至
鶴
橋

カフェ ブルボン

八尾市倫理法人会
会 場／CAFFE BOURBON（カフェ ブルボン）

近
鉄
河
内
山
本
駅
・
玉
串
川
沿
い
北
へ
徒
歩
２
分

山
本
町
２
－
４
－
20

泉大津駅

ホテルサンルート関空

泉大津マリーナ 旧大津港

コーナン

泉大津出口

泉大津料金所

ファミリーマート阪神高速湾岸線

泉大津郵便局

ローソン
戎小学校

サンクス東池
公園

泉州倫理法人会
会 場／ホテルサンルート関空

阪
神
高
速
湾
岸
線
泉
大
津
出
口
す
ぐ

（
駐
車
場
完
備
）

泉
大
津
市
な
ぎ
さ
町
５
－
１

コーナン
新石切駅

至八尾

至枚方

至なんば

至奈良

薬局

ヤナセ

石切神社

近鉄けいはんな線

阪神高速13号東大阪線

セブンイレブン

近
鉄
奈
良
線

至
生
野

石
切
駅

外
環
状
線

旧
国
道
１
７
０
号
線

ホテルセイリュウ

大阪鴻池倫理法人会
会 場／ホテルセイリュウ

近鉄奈良線石切駅下車 南へ徒歩約5分
東大阪市上石切町1-11-12

北大阪プラザ

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン 枚方

郵便局

JA

近鉄

枚
方
市
駅

至
大
阪

京
阪
本
線

至
京
都

南
口

ロ
ー
タ
リ
ー

サ
ン
プ
ラ
ザ

枚
方

市
民
会
館

枚
方
市
役
所

別
館

枚
方
市
役
所

本
館公

園

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス

枚方・交野倫理法人会
会 場／北大阪商工会議所

京
阪
本
線
・
枚
方
市
駅
よ
り
南
東
方
向
へ
徒
歩
10
分

枚
方
市
大
垣
内
町
２
－
12
－
27

ホテル「ホップイン」アミング

サンクス

ラウンドワン

駅前
ロータリー

JR尼崎駅

大阪福島区倫理法人会
会 場／ホテル「ポップイン」アミング

JR尼崎駅北口からすぐ（デッキで直結）
尼崎市潮江1－4－1

りそな銀行 ローソン

至西中島南方

至茨木

至江坂

至
新
神
戸

至
京
都

地
下
鉄
御
堂
筋
線 Ｊ

Ｒ
東
海
道
本
線

新大阪駅

新
大
阪
駅

新大阪ワシントンホテルプラザ

新幹線新大阪駅

新大阪倫理法人会
会 場／新大阪ワシントンホテルプラザ

Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
よ
り
、
正
面
口
よ
り
徒
歩
約
３
分

地
下
鉄
新
大
阪
駅
よ
り
、
７
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
３
分

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
５
－
15
－
15

三菱東京UFJ銀行

至新大阪

Ｐ

第２
サニーストン
ホテルみずほ銀行

至千里中央

地
下
鉄
御
堂
筋
線

新
御
堂
筋

江
坂
駅

サニーストンホテル

吹田市倫理法人会
会 場／サニーストンホテル

地下鉄御堂筋線・北大阪急行江坂駅7番出口から徒歩1分
吹田市広芝町10－3

マクドナルド

コインパーキング

26D
出入り口

25
出入り口

吉野家
グリコの

看板
か
に
道
楽

道頓堀

道頓堀川

地
下
鉄
御
堂
筋
線

松
竹
座

地
下
鉄
四
ツ
橋
線

戎
橋

ニュー
ジャパン

道頓堀ホテル

なんば駅

JR
難波駅

地下鉄千日前線

道頓堀倫理法人会
会 場／道頓堀ホテル

地
下
鉄
各
線
・
難
波
駅
、25
番
出
口
か
ら
徒
歩
約
３
分

大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
２
－
３
－
25

堺市倫理法人会会場からの眺め

6



日
曜日

単
　

会
　

名
講

 師
 役

 職
 名

講
　

師
テ

　
ー

　
マ

26
木

大
阪

天
王

寺
区

公
益

財
団

法
人

 修
養

団
寺

岡
　

　
賢

 氏
美

し
い

心
 日

本
の

心
 

泉
州

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

上
能

喜
久

治
 氏

本
を

忘
れ

ず
末

を
乱

さ
ず

 〜
ツ

ミ
の

自
覚

と
詫

び
る

心
〜

大
阪

鴻
池

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 参
事

蓮
実

　
利

勝
 氏

倫
理

を
正

し
く

学
ぶ

大
阪

福
島

区
千

里
中

央
倫

理
法

人
会

 幹
事

加
賀

　
昭

子
 氏

自
分

を
知

る
為

に
、

私
は

逃
げ

な
い

吹
田

市
八

尾
市

倫
理

法
人

会
 副

会
長

矢
野

　
昌

宏
 氏

自
分

は
変

え
ら

れ
る

27
金

高
槻

市
高

槻
市

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
清

水
幸

太
郎

 氏
お

菓
子

創
り

か
ら

の
人

間
磨

き

東
大

阪
市

大
阪

都
島

区
倫

理
法

人
会

 会
長

前
原

　
弘

昌
 氏

運
命

自
招

！
夢

を
叶

え
る

快
運

筆
跡

大
阪

中
央

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 モ

ー
ニ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

委
員

長
松

岡
　

清
德

 氏
倫

理
を

学
ん

で

堺
市

堺
市

倫
理

法
人

会
 副

会
長

池
澤

　
恒

人
 氏

純
粋

倫
理

か
ら

学
ぶ

波
動

 －
会

社
設

立
10期

目
の

倫
理

実
践

－

大
阪

都
島

区
東

大
阪

倫
理

法
人

会
 会

長
松

本
　

　
学

 氏
実

験
倫

理

28
土

大
阪

西
区

大阪府倫理法人会 モーニングセミナー副委員長
佐

伯
　

康
子

 氏
道

は
一

つ

大阪府倫理法人会 モーニングセミナー副委員長
朝

倉
　

結
喜

 氏
倫

理
に

入
会

し
て

…
、

お
役

を
頂

い
て

…
。

松
原

市
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
活

力
朝

礼
の

ス
ス

メ

大
阪

北
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
北

端
　

秀
行

 氏
亡

き
母

に
寄

り
添

っ
た

闘
病

生
活

！

31
火

大
阪

市
京

都
市

西
倫

理
法

人
会

 副
専

任
幹

事
政

光
　

順
二

 氏
全

国
の

人
の

応
援

を
い

た
だ

い
て

夢
を

カ
タ

チ
に

す
る

八
尾

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 研

修
副

委
員

長
堀

後
　

昌
紀

 氏
「

は
い

っ
！

よ
ろ

こ
ん

で
！

！
」

そ
れ

は
魔

法
の

言
葉

枚
方

・
交

野
高

槻
市

倫
理

法
人

会
 副

専
任

幹
事

藤
原

　
優

里
 氏

要
物

必
与

新
大

阪
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
松

井
　

直
輝

 氏
「

社
員

教
育

の
壺

」 そ
の

３
 傾

聴（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

松
原

市
倫

理
法

人
会

・
モ

ー
ニ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

の
様

子

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
・

モ
ー

ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
の

様
子

�
お

知
ら

せ
�
◎ 堺市中区倫理法人会のモーニングセミナー会場が

　平成₂₇年4月8日㈬より

　左記の会場に変更となります。

　会場名：国際障害者交流センター　ビッグアイ

　住　所：堺市南区茶山台1–８–１

　電　話：０７２–２９０–０９００

　最寄駅：泉北高速鉄道　泉が丘駅　徒歩３分

　※駐車場あり。無料。

火曜日

大
阪
市
倫
理
法
人
会

大
阪

キ
ャ

ッ
ス

ル
ホ

テ
ル

TEL 06-6942-2401
地

下
鉄

谷
町

線
・

京
阪

線
天

満
橋

駅
ビ

ル
6・

7F
八
尾
市
倫
理
法
人
会

CAFFE BO
U

RBO
N

 （
カ

フ
ェ

ブ
ル

ボ
ン

）
TEL 090-1956-5585

近
鉄

河
内

山
本

駅
北

出
口

、
北

へ
徒

歩
２

分
（

高
木

会
長

携
帯

）

枚
方
・
交
野
倫
理
法
人
会

北
大

阪
商

工
会

議
所

101会
議

室
TEL 072-843-5151

京
阪

･枚
方

市
駅

よ
り

東
へ

徒
歩

10分
新
大
阪
倫
理
法
人
会

新
大

阪
ワ

シ
ン

ト
ン

ホ
テ

ル
プ

ラ
ザ

TEL 06-6303-8111
JR新

大
阪

駅
正

面
出

口
徒

歩
３

分
、

地
下

鉄
７

番
出

口
３

分

水曜日

寝
屋
川
市
倫
理
法
人
会

シ
テ

ィ
ホ

テ
ル

ニ
ュ

ー
コ

マ
ン

ダ
ー

TEL 072-823-7000
京

阪
･寝

屋
川

市
駅

南
へ

500m
千
里
中
央
倫
理
法
人
会

千
里

阪
急

ホ
テ

ル
TEL 06-6872-2211

地
下

鉄
･大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

千
里

中
央

駅
す

ぐ
道
頓
堀
倫
理
法
人
会

な
ん

ば
道

頓
堀

ホ
テ

ル
TEL 06-6213-9040

大
阪

市
営

地
下

鉄
難

波
駅

（
25番

出
口

）
よ

り
徒

歩
３

分
堺
市
中
区
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
・

ア
ゴ

ー
ラ

 リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
堺

TEL 072-224-1121
南

海
堺

駅
西

口
と

直
結

（
旧

 リ
ー

ガ
ロ

イ
ヤ

ル
ホ

テ
ル

堺
）

木曜日

大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会

七
田

チ
ャ

イ
ル

ド
ア

カ
デ

ミ
ー

天
王

寺
教

室
TEL 06-6776-4141

JR天
王

寺
駅

北
口

を
出

て
右

折
、

徒
歩

５
分

泉
州
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
サ

ン
ル

ー
ト

関
空

TEL 0725-20-1111
阪

神
高

速
道

路
湾

岸
線

泉
大

津
出

口
す

ぐ
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
セ

イ
リ

ュ
ウ

TEL 072-981-5001
近

鉄
奈

良
線

石
切

駅
よ

り
南

へ
徒

歩
５

分
大
阪
福
島
区
倫
理
法
人
会

（
旧

・
尼

崎
倫

理
法

人
会

）

ホ
テ

ル
｢ホ

ッ
プ

イ
ン

｣
ア

ミ
ン

グ
TEL 06-6491-0002

JR尼
崎

駅
か

ら
ホ

テ
ル

へ
直

結
す

ぐ
吹
田
市
倫
理
法
人
会

サ
ニ

ー
ス

ト
ン

ホ
テ

ル
TEL 06-6386-0001

地
下

鉄
御

堂
筋

線
･江

坂
駅

（
7番

出
口

）、
徒

歩
１

分

金曜日

高
槻
市
倫
理
法
人
会

か
じ

か
荘

TEL 072-688-6426
茨

木
IC出

口
よ

り
約

20分
、

大
山

崎
IC出

口
よ

り
約

30分
東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

U
･コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ホ

テ
ル

TTSセ
ン

タ
ー

6F
TEL 06-6784-3000

近
鉄

･奈
良

線
河

内
小

阪
駅

す
ぐ

大
阪
中
央
区
倫
理
法
人
会

ハ
ー

ト
ン

ホ
テ

ル
南

船
場

TEL 06-6251-2111
地

下
鉄

御
堂

筋
線

・
長

堀
鶴

見
緑

地
線

心
斎

橋
駅

、
徒

歩
５

分
堺
市
倫
理
法
人
会

ホ
テ

ル
・

ア
ゴ

ー
ラ

 リ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
堺

TEL 072-224-1121
南

海
･堺

駅
西

口
と

直
結

（
旧

・
リ

ー
ガ

ロ
イ

ヤ
ル

ホ
テ

ル
堺

）
大
阪
都
島
区
倫
理
法
人
会

大
阪

キ
ャ

ッ
ス

ル
ホ

テ
ル

TEL 06-6942-2401
地

下
鉄

谷
町

線
･京

阪
線

天
満

橋
駅

ビ
ル

6･7F

土曜日

大
阪
西
区
倫
理
法
人
会

SM
G

貸
会

議
室

TEL 06-6538-4329
地

下
鉄

四
ツ

橋
線

・
四

ツ
橋

駅
４

番
出

口
松
原
市
倫
理
法
人
会

池
内

中
公

民
館

TEL 090-7344-8161
近

鉄
南

大
阪

線
河

内
天

美
駅

北
東

へ
７

分
（

下
原

会
長

携
帯

）

大
阪
北
区
倫
理
法
人
会

堂
島

ホ
テ

ル
TEL 06-6341-3000

地
下

鉄
西

梅
田

駅
･亅

R東
西

線
北

新
地

駅
よ

り
３

分

③
点

線
部

分
を

折
り

、
４

つ
折

り
に

し
て

ご
使

用
下

さ
い

平
成
27年

３
月

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

〈
予

 定
 表

〉

モ
ー

ニ
ン

グ
セ

ミ
ナ

ー
開

催
時

間
AM

6：
30〜

7：
30

詳
し

く
は

大
阪

府
倫

理
法

人
会

事
務

局
、

大
阪

府
倫

理
法

人
会

H
Pま

で
ど

う
ぞ

TEL 06－
6949－

0738
http://w

w
w

.osaka-rinri.net/

※
点

線
部

分
を

折
り

、
　

4つ
折

り
に

し
て

ご
使

用
下

さ
い



日
曜日

単
　

会
　

名
講

 師
 役

 職
 名

講
　

師
テ

　
ー

　
マ

3
火

大
阪

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
レ

ク
チ

ャ
ラ

ー
飯

山
　

晄
朗

 氏
倫

理
と

脳
力

八
尾

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
山

路
　

卓
司

 氏
「

倫
理

経
営

」と
は

枚
方

・
交

野
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
岡

村
　

建
一

 氏
笑

い
は

生
活

の
調

味
料

石
川

県
倫

理
法

人
会

 幹
事

長
連

　
　

友
也

 氏
  

１
０

０
日

実
践

新
大

阪
大

阪
天

王
寺

区
倫

理
法

人
会

 会
員

い
む

ら
 き

よ
し

 氏
６代

目社
長が

お伝
えす

る、
日本

最古
のフ

ァッ
ショ

ンメ
ーカ

ー創
業1

19年
目企

業の
『光

と影
』

4
水

寝
屋

川
市

寝
屋

川
市

倫
理

法
人

会
 顧

問
松

本
　

順
一

 氏
み

ん
な

え
〜

人
や

！

千
里

中
央

吹
田

市
議

会
議

員
足

立
　

将
一

 氏
物

は
こ

れ
を

生
か

す
人

に
集

ま
る

道
頓

堀
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 名

誉
研

究
員

戸
田

　
徹

男
 氏

家
庭

の
安

定
が

事
業

を
支

え
る

堺
市

中
区

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

岡
田

　
紀

夫
 氏

朝
は

宝
の

山

5
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

天
王

寺
区

倫
理

法
人

会
 会

員
山

富
　

浩
司

 氏
心

の
ブ

レ
ー

キ
を

外
す

泉
州

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 会
長

木
村

　
　

雅
 氏

経
営

に
生

か
せ

、
倫

理
の

力

大
阪

鴻
池

東
大

阪
市

倫
理

法
人

会
 幹

事
田

口
　

道
子

 氏
本

（
も

と
）

を
忘

れ
ず

大
阪

福
島

区
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
担

当
研

究
員

柳
下

　
文

寛
 氏

万
人

幸
福

の
栞

に
学

ぶ

吹
田

市
道

頓
堀

倫
理

法
人

会
 会

員
飯

田
　

明
美

 氏
倫

理
を

学
ん

で
体

験
し

た
 涙

の
浄

化
と

気
付

か
さ

れ
た

こ
と

6
金

高
槻

市
千

里
中

央
倫

理
法

人
会

 会
長

土
屋

　
　

篤
 氏

倫
理

で
得

た
も

の
 倫

理
で

失
っ

た
も

の

東
大

阪
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

担
当

研
究

員
柳

下
　

文
寛

 氏
万

人
幸

福
の

栞
に

学
ぶ

 p
ar

t2

大
阪

中
央

区
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 法

人
レ

ク
チ

ャ
ラ

ー
小

林
　

秋
男

 氏
継

承
の

倫
理

堺
市

堺
市

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
萩

原
　

謠
子

 氏
ピ

ア
ノ

と
バ

ー
ス

デ
ー

大
阪

都
島

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 青

年
委

員
長

朝
日

　
里

佳
 氏

や
れ

ば
出

来
る

！
夢

は
叶

う
！

7
土

大
阪

西
区

道
頓

堀
倫

理
法

人
会

 監
査

東
野

　
英

子
 氏

私
の

１
０

０
日

実
践

松
原

市
松

原
市

倫
理

法
人

会
 監

査
長

谷
川

俊
夫

 氏
努

力
に

追
い

着
く

苦
難

な
し

大
阪

北
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

満
足

型
経

営
の

ス
ス

メ
 コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
心

の
栄

養

10
火

大
阪

市
松

原
市

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
北

村
　

政
記

 氏
市

民
の

力
で

子
ど

も
の

未
来

を
変

え
る

 !

八
尾

市
千

里
中

央
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

米
澤

　
　

忍
 氏

ピ
ン

チ
は

チ
ャ

ン
ス

! 
ジ

ェ
ッ

ト
コ

ー
ス

タ
ー

人
生

枚
方

・
交

野
枚

方
・

交
野

倫
理

法
人

会
 会

員
芦

内
　

裕
実

 氏
「子

ども
と家

族・
若者

応援
団」

とし
ての

ホー
スフ

レン
ズの

取り
組み

新
大

阪
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 参

与
伊

勢
田

　
豊

 氏
経

営
理

念
の

浸
透

と
徹

底
 〜

そ
の

取
組

の
一

例

11
水

寝
屋

川
市

堺
市

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
内

藤
　

伸
吾

 氏
お

役
と

白
い

行
動

旗
へ

の
想

い

千
里

中
央

株
式

会
社

海
遊

 代
表

取
締

役
伊

藤
　

浩
光

 氏
東

日
本

大
震

災
3.

11
か

ら
４

年

道
頓

堀
大

阪
鴻

池
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

湖
山

　
貴

史
 氏

倫
理

の
学

び
か

ら
得

た
、

救
い

と
気

構
え

堺
市

中
区

堺
市

倫
理

法
人

会
 会

長
吉

瀬
　

　
融

 氏
お

遍
路

と
倫

理
と

組
織

12
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

天
王

寺
区

倫
理

法
人

会
 会

員
市

村
　

幸
櫻

 氏
倫

理
で

学
ん

だ
気

付
き

と
、

コ
ー

チ
ン

グ

泉
州

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

社
員

教
育

の
壺

 そ
の

２
 心

の
栄

養（
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

）

大
阪

鴻
池

枚
岡

神
社

 宮
司

中
東

　
　

弘
 氏

暦
の

は
な

し

大
阪

福
島

区
大

阪
福

島
区

倫
理

法
人

会
 会

員
久

保
　

　
護

 氏
変

化
し

続
け

て
い

る
 コ

ピ
ー

機
の

ア
ク

セ
ス

吹
田

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
長

松
本

　
真

志
 氏

明
日

へ
の

イ
メ

ー
ジ

13
金

高
槻

市
枚

方
・

交
野

倫
理

法
人

会
 会

長
松

岡
　

勝
彦

 氏
会

長
を

拝
命

し
て

日
曜日

単
　

会
　

名
講

 師
 役

 職
 名

講
　

師
テ

　
ー

　
マ

13
金

東
大

阪
市

大
阪

福
島

区
倫

理
法

人
会

 実
行

委
員

西
中

　
　

務
 氏

商
売

繁
盛

の
法

則
 〜

自
称

悪
徳

弁
護

士
の

遺
言

〜

大
阪

中
央

区
道

頓
堀

倫
理

法
人

会
 副

会
長

姜
　

智
可

子
 氏

自
称

、
普

及
の

女
神

の
思

い

堺
市

堺
市

倫
理

法
人

会
 幹

事
谷

山
　

幸
治

 氏
世

の
為

、
人

の
為

大
阪

都
島

区
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
長

松
本

　
真

志
 氏

明
日

へ
の

イ
メ

ー
ジ

14
土

大
阪

西
区

(一
社

)倫
理

研
究

所
 参

与
中

西
　

　
浩

 氏
五

配
り

松
原

市
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 副

幹
事

長
鈴

木
　

昭
彦

 氏
創

業
時

を
振

り
返

っ
て

 〜
い

つ
も

近
道

ば
か

り
を

探
し

て
い

た
〜

大
阪

北
区

寝
屋

川
市

倫
理

法
人

会
 会

長
土

居
　

正
明

 氏
倫

理
で

知
る

・
人

は
鏡

17
火

大
阪

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 近

畿
方

面
担

当
研

究
員

柳
下

　
文

寛
 氏

万
人

幸
福

の
栞

に
学

ぶ

八
尾

市
大

阪
福

島
区

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
西

中
　

　
務

 氏
商

売
繁

盛
の

法
則

 〜
自

称
悪

徳
弁

護
士

の
遺

言
〜

枚
方

・
交

野
枚

方
・

交
野

倫
理

法
人

会
 実

行
委

員
大

野
　

翔
平

 氏
私

の
履

歴
書

新
大

阪
大

阪
北

区
倫

理
法

人
会

 相
談

役
権

藤
　

度
夫

 氏
倫

理
経

営
者

の
大

義

18
水

寝
屋

川
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

長
松

本
　

真
志

 氏
朝

起
き

の
極

意

千
里

中
央

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 法
人

ス
ー

パ
ー

バ
イ

ザ
ー

山
路

　
卓

司
 氏

利
他

の
心

が
け

道
頓

堀
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 監

査
黄

　
　

　
麗

 氏
占

い
の

ウ
ソ

と
ホ

ン
ト

 本
物

の
開

運
法

堺
市

中
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

人
間

力
が

育
つ

食
事

法

19
木

大
阪

天
王

寺
区

大
阪

北
区

倫
理

法
人

会
 相

談
役

松
井

　
直

輝
 氏

社
員

教
育

の
壺

 そ
の

2 
心

の
栄

養
 (コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

) 

泉
州

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 近
畿

方
面

長
松

本
　

真
志

 氏
朝

起
き

の
極

意

大
阪

鴻
池

大
阪

市
倫

理
法

人
会

 相
談

役
チ

　
ヨ

ン
 氏

運
命

を
変

え
る

倫
理

の
学

び

大
阪

福
島

区
大

阪
福

島
区

倫
理

法
人

会
 幹

事
中

村
さ

と
み

 氏
倫

理
法

人
会

に
入

会
し

て
良

か
っ

た
こ

と

吹
田

市
神

戸
市

倫
理

法
人

会
 副

会
長

村
山

　
順

子
 氏

10
行

の
手

紙
に

支
え

ら
れ

20
金

高
槻

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 参

事・
法

人
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
齊

藤
　

和
宏

 氏
企

業
の

体
質

と
人

の
体

質

東
大

阪
市

八
尾

市
倫

理
法

人
会

 専
任

幹
事

尾
花

　
英

隆
 氏

ナ
ン

バ
ー

2の
心

意
気

（
粋

）

大
阪

中
央

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 相

談
役

佐藤
　福

男 
氏・

陽子
 氏

夫
婦

道
 〜

会
社

繁
栄

の
本

と
末

〜

堺
市

（
一

社
）倫

理
研

究
所

 参
事・

法
人

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

藤
本

　
定

明
 氏

白
い

カ
ラ

ス
と

隣
の

女
房

大
阪

都
島

区
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 西

地
区

長
浜

野
　

太
郎

 氏
倫

理
経

営
で

会
社

が
ど

う
変

わ
っ

た
か

？

21
土

大
阪

西
区

堺
市

中
区

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
山

崎
　

雅
美

 氏
専

任
幹

事
を

拝
命

し
て

松
原

市
八

尾
市

倫
理

法
人

会
 会

長
高

木
　

幸
賢

 氏
会

長
職

を
受

け
て

大
阪

北
区

休
　

会

24
火

大
阪

市
道

頓
堀

倫
理

法
人

会
 幹

事
白

石
　

千
雅

 氏
女

性
の

自
立

を
支

え
る

倫
理

八
尾

市
（

一
社

）倫
理

研
究

所
 名

誉
専

任
研

究
員

川
又

　
久

萬
 氏

事
業

繁
栄

の
正

道

枚
方

・
交

野
大

阪
府

倫
理

法
人

会
 副

幹
事

長
山

元
　

久
良

 氏
う

す
っ

ぺ
ら

い
男

で
す

み
ま

せ
ん

。
倫

理
暦

は
８

年

新
大

阪
大

阪
都

島
区

倫
理

法
人

会
 専

任
幹

事
松

藤
　

隆
則

 氏
苦

難
福

門
 〜

倒
産

事
件

の
現

場
か

ら
〜

25
水

寝
屋

川
市

枚
方

・
交

野
倫

理
法

人
会

 会
長

松
岡

　
勝

彦
 氏

会
長

職
を

拝
命

し
て

千
里

中
央

千
里

中
央

倫
理

法
人

会
 幹

事
坂

本
　

一
成

 氏
希

望
は

心
の

太
陽

で
あ

る

道
頓

堀
大阪

府倫
理法

人会
 モ

ーニ
ング

セミ
ナー

名誉
委員

長
光

田
　

誠
次

 氏
活

力
朝

礼
の

意
義

堺
市

中
区

大
阪

府
倫

理
法

人
会

 青
年

委
員

長
朝

日
　

里
佳

 氏
や

れ
ば

出
来

る
！

夢
は

叶
う

！

②
①



M
O

RN
IN

G
 S

EM
IN

AR 印象に残ったモーニングセミナー

　東大阪市倫理法人会は、明るい笑顔と、
なにより笑いを大事にするなど楽しい特
徴のある単会です。今回講話頂いた片山
幹事も明るく少年のような笑顔がチャー
ミングな方です。今でこそ屈託のない笑
顔を見せて下さいますが、この笑顔が出
るまでには小説にもなりそうなエピソー

ドがありました。
　長年にわたり「町の自動車屋さん」を経営して来られた経験と

実情を率直にお話し下さり、今は時代の流れとともに厳しい状況
の中にいらっしゃいますが「結果を考えない」と、新たなサービ
ス展開の打ち出しに頑張っておられます。
　⑴毎日、万人幸福の栞を声を出して読むこと⑵福島の復興支援
には何度も炊きだしボランティアに行かれたこと⑶他単会から東
大阪市倫理法人会に帰籍された際、会員の皆さんに「おかえりな
さい！」の言葉で迎えられた事など印象深い講話をしていただき
ました。 � （記：三木 勢津子 幹事／東大阪倫理法人会）

東大阪市倫理法人会｜平成27年1月16日倫理と出会って 〜結果を考えぬ〜
東大阪市倫理法人会　片山 忠明 幹事

　最悪の夫婦関係を創始者丸山敏雄先生
の倫理の教えを忠実に実践して乗り越え
られました。丸山先生の教えを学びなが
らまっすぐにメッセージを伝える実践を
していきたい、弟子でありたいと願って
おられます。自己の思いと現実のギャッ
プがあり悩んだからこそ純情（すなお）

になれたとおっしゃられ、奥様とも初めて夫婦になったと感じら
れたそうです。
　その喜びの感情を伝えたいと思っておられます。喜びと感謝で
よいことになっていくそうです。

　また倫理指導を受けてその実践をされておられます。一日の中
で父母との思い出が出るように手紙を毎日書くことで命の素晴ら
しさと尊厳と生きている、生かされている喜びを全身全霊で受け
止めることができるようになられたそうです。それを体験できれ
ば生き抜くことこそが使命となると感じておられます。
　笑顔の実践、聞くことの実践、誉めることの実践で生きていく、
生かされていることに感謝すること。
　「倫理指導はぜひ受けてください、はっと思いもよらない気づ
きがありますよ。」とのメッセージをいただきました。
� （記：安原 佳永 幹事／吹田市倫理法人会）

吹田市倫理法人会｜平成27年1月15日あなたを取り巻く人間関係に
奇跡を起こしませんか?!� 京都市西倫理法人会　松藤 節雄 会長

　大池会長自身の波乱万丈の人生を振り
返りながら、苦難福門の実体験を語られ
ました。解り易く40代半ばまでの人生
と、倫理に入会した後の人生を対比しな
がら話して頂けました。倫理に入会する
までは自分が良ければ他人はどうなって
もいいという破約失福の生き方だったも

のが、入会後当たり前のことを感謝し当たり前に行動し続けるよ
うになったとのことです。具体的には仕事を仕込んでくれた恩師

でもある勤務していた会社の、社長を会社から追出し、自身が社
長となることを是としていたこと。後に自分が社長となった時に、
社員にクーデターを起こされた際には倫理指導や奥様の助言で危
機を脱した体験など迫力もって語って頂けました。大池会長は最
善と思うことを選択、その結果に反省はするが後悔はしない生き
方で毅然とされてます。その姿勢が倫理の学びと相まって人間力
が引出され、輝きを増していると感じました。
� （記：合田 隆 実行委員／新大阪倫理法人会）

新大阪倫理法人会｜平成27年1月27日生きている活かされている 〜苦難福門〜
京都府倫理法人会　大池 俊生 会長

　人間写真家・山田西地区副地区長は、
20年前の阪神淡路大震災で自宅が全壊
する経験をされました。その震災から丁
度20年の節目の日に当時を振り返りな
がら講話を頂きました。
　震災当時の写真をプロジェクターで映
しての講話に、参加者全員がその悲惨さ

を痛感し、引き込まれました。
　講話の中で「震災に遭い、幸い家族は全員無事であったが、全

てのものを捨てるというつらい経験をした。しかし震災はいつか
また来る。家は再建することは出来るが、命は再建できない。地
震への備えが本当に大事だ。」と話しておられたことが印象に残っ
ています。
　今、南海・東南海沖地震への備えが大切であり、特に津波から
避難するための防災マップづくりの大切さや「備えあれば憂いな
しである」ことをご自身の震災体験を通して熱く語って頂きまし
た。� （記：小林 博文 幹事／大阪西区倫理法人会）

大阪西区倫理法人会｜平成27年1月17日阪神淡路大震災から20年 〜震災で自宅が全壊して〜
大阪府倫理法人会　山田 哲也 西地区副地区長
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予選出場チーム応募方法
　DVD提出締切：５月11日㈪必着（正しくDVDが起
動するか確認が必要ですのでなるべく４月末に提出して
ください）
　審査は全体を見ますので、全体（前進）を固定で撮
影してください。
　撮影技術は審査に影響しません。原則編集・CGは
不可。

朝礼コンテスト本大会
日時：７月15日㈬　18：30 〜
場所：ホテルエルセラーン大阪
　　　エルセラーンホール

応募資格
　応募資格は大阪府倫理法人会の会員であること。た
だし過去の朝礼コンテスト優勝チームは出場不可。
　自単会の朝礼委員および副委員にDVD提出。（会社
名明記）
　朝礼コンテスト参加人数は最大10名まで。（一人でも可）
　時間は８分以内。（審査対象は始まっての８分のみ）

選考方法
　５月12日㈫の朝礼委員会で朝礼委員・副委員・各地
区長によるDVD審査。
　５地区に分かれて審査。本大会出場５チームを選出。

優勝チームには

賞金50,000
円

が贈呈されます

DVD予選出場チーム 大募集 !

　

社
員
の
中
よ
り

選
ば
れ
た
朝
礼
委

員
が
中
心
と
な
り

心
を
合
わ
せ
た
活

力
朝
礼
を
見
学
出

来
ま
し
た
。

　

内
容
は
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
含
め
た

「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
」
と
「
部

署
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
を
と
る
」

こ
と
が
中
心
で
し

た
が
、
緊
張
の
せ
い
か
間
違
い
が
起
き
て
全
員
が

に
こ
や
か
に
笑
う
と
い
う
、
そ
ん
な
和
や
か
な
雰

囲
気
も
あ
り
木
村
社
長
の
お
人
柄
と
社
員
へ
の
接

し
方
が
表
れ
た
見
学
会
で
し
た
。
社
員
の
方
々
の

表
情
が
終
始
に
こ
や
か
で
一
糸
乱
れ
ぬ
姿
が
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。

　
朝
礼
見
学
の
後
の
説
明
会
で
も
会
社
の
朝
礼
委

員
が
中
心
と
な
り
、
見
学
会
に
来
ら
れ
た
方
々
へ

お
も
て
な
し
の
心
で
質
疑
応
答
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
お
つ
き
あ
い
を
す
る
な
ら
こ
の
よ
う
な
会
社
と
」　

そ
ん
な
想
い
に
な
る
朝
礼
委
員
の
受
け
答
え
で
し

た
。
初
め
て
活
力
朝
礼
を
見
学
に
来
ら
れ
た
方
か

ら
も
「
何
年
か
か
っ
て
も
わ
が
社
に
活
力
朝
礼
を

導
入
し
た
い
で
す
」
と
嬉
し
い
声
も
聞
け
ま
し
た
。

ニ
ワ
ダ
ニ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
：
辻
尾 

友
弘 

朝
礼
副
委
員
長
／

大
阪
府
倫
理
法
人
会
）

有
限
会
社 

吉
谷
製
作
所

吉
谷 

真
美 

氏
（
会
社
幹
部
）

活
力
朝
礼
を
始
め
た
い
と
思
い
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
て
お
ら
れ
る
社
員
の
み
な
さ

ん
が
自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
お
ら
れ
る

の
が
と
て
も
印
象
的
で
、
何
年
か
か
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
理
想
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◊
　
　
　
　
◊

砂
金
瓦
斯
工
業 

株
式
会
社

宇
野 

裕
司 

幹
事
（
代
表
者
）

す
ご
い
、
の
一
言
で
す
。
何
が
す

ご
い
と
思
っ
た
か
と
言
う
と
、

ま
ず
社
員
の
方
々
の
顔
が
全
員
上
が
っ

て
い
た
こ
と
。
誰
一
人
う
つ
む
い
た
人

が
お
ら
ず
、
社
員
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
社
員
の
方
々
の
笑
顔

が
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

◊
　
　
　
　
◊

株
式
会
社 

帝
塚
山
夢
工
房

天
沼 
紘
一 

氏
（
会
社
社
員
）

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
朝
礼
の
イ

メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。
非

常
に
明
る
く
、
ま
た
仕
事
の
効
率
が
上

が
る
の
が
目
に
見
え
て
わ
か
る
の
で
、

見
て
い
る
側
も
気
持
ち
よ
く
な
り
ま
し

た
。
朝
礼
の
意
味
を
一
度
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　１月19日㈪に大阪府堺市にあ
るニワダニネットワーク株式会社
で朝礼見学会が開催されました。
各単会より「活力朝礼」に興味を
もたれている方が30名近く集ま
る見学会となりました。

朝礼見学会
ニ
ワ
ダ
ニ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
（
堺
市
倫
理
法
人
会
）

「モチベーションアップ」と「部署間のコミュニケーション」

感
想
文

第
６
回　
大
阪
府
倫
理
法
人
会
「
活
力
朝
礼
コ
ン
テ
ス
ト
」
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倫理実践! 倫理法人会では実践することで自己革新を図ることをすすめています。
当コーナーでは『倫理実践をした本人がどう変わったのか』を社員さんやご家族など
周りの人達からご投稿頂きました。『早起き』『活力朝礼』『モーニングセミナー』
などを通じてどんな変化が現れたのでしょうか ?!～実践後、周りの目の変化やいかに!～

　「おはよう」と爽やかに声をかけてくれる主人が居ます。いつ頃から
だろうか。
　年と共に今までと異なった環境に飛び込むには、勇気がいるのでは
ないかと思いますが、紹介して下さった方のおかげでしょうか。主人
は飛び込みました。
　もともと好奇心旺盛で人との関わり合いが嫌いではないからでしょ
う。
　体重はかなり増えましたが、気持ちと心は軽やかになったのではな
いかと思います。
　これからも健康で充実した毎日が、送ることが出来るように願わず
にはいられません。

栄福 三也幹事
（寝屋川市倫理法人会／株式会社栄福工務店）

「体重と心は反比例」
奥さま・千恵子さまより寄稿

　「倫理法人会のモーンングセミナーに行く事にしたよ」と主人が言い出し
てから、半年近くになるでしょうか。
　これまでジムやPC教室などに「通うことにしたよ！」と宣言しては、い
つの間にやら中断しているパターンが多く、（今度は早起きですか。まぁい
つまで続きますやら）と、適当に聞き流していました。
　しばらくすると、「たまに早起きするのもしんどいから」と、毎朝早起き
するようになり、あちらこちらの単会に顔を出しているということを聞きま
した。最近では夫婦の会話はほぼ倫理一色となりました。
　もともと素直な性格で講演会やセミナーに参加しては感化されているので
すが、倫理の教えは殊に身に染みるようで、楽しく続けられているようです。
　また「毎朝歌う曲の歌詞が素晴らしく、その度にウルッとくるんや」と歌っ
て聞かせてくれるのですが、３番の歌詞がいつもあやふやなんです。当面の
目標であるMS100回参加したあかつきには、フルコーラス聞ける事を期待
しております。

岩佐 隆広会員
（大阪天王寺区倫理法人会／トータルハピネスコンサルタント）

「夫婦の会話は倫理一色」
奥さま・ゆりさまより寄稿

〜大阪・日本人の知江を遡る〜 その 51

暦のはなし⑴　　河内国一之宮 枚岡神社    中東 弘 宮司
　

人
類
が
穀
物
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
今
か
ら
１
万
２
千
年
前
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
長
い
間
、
穀
物
を
中
心
と
し
た
食
生

活
を
続
け
て
き
た
の
で
、
歯
の
半
分
は
臼
歯

に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
地
を
耕
し
て
穀
物
を
作

る
に
は
、
大
自
然
の
営
み
が
分
か
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で
感

じ
、
太
陽
や
月
や
星
の
運
行
に
よ
っ
て
自
然

の
変
化
を
察
知
し
て
ゆ
く
中
で
、
暦
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
天
体
の
動
き
に
熟
知
し
た
人
が
、

「
ひ
じ
り
」（
日
知
り
・
聖
）
な
の
で
す
。
明
治

５
年
に
太
陽
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦
に
変
わ
り

ま
し
た
が
、
変
わ
る
以
前
の
も
の
を
旧
暦
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
こ
れ

が
自
然
に
か
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
気
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
３
日
の
「
上
巳
の
節
句
」
は
、
水
で

邪
気
を
祓
う
ミ
ソ
ギ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

雛
人
形
は
女
子
を
邪
気
か
ら
守
る
身
代
わ
り

と
し
て
飾
ら
れ
た
も
の
で
、
形
代
（
人
の
形

を
し
た
紙
又
は
木
肌
）
が
そ
の
起
源
で
す
。

こ
の
日
に
飾
る
桃
の
花
は
、
新
暦
で
は
早
す

ぎ
ま
す
。
５
月
５
日
は
「
端
午
の
節
句
」
で
、

薬
草
で
あ
る
菖
蒲
を
頭
に
巻
い
た
り
、
菖
蒲

湯
に
浸
か
っ
て
邪
気
を
祓
い
ま
す
。
五
月
を

サ
ツ
キ
と
も
読
み
、「
サ
」
は
稲
の
霊
の
意
味
。

「
サ
ツ
キ
」は
、稲
を
植
え
る
雨
の
多
い
月
の
事
。

新
暦
で
は
雨
が
少
な
く
、
菖
蒲
も
ま
だ
早
い

の
で
す
。
７
月
７
日
は「
七
夕
の
節
句
」で
す
。

新
暦
の
空
は
雨
模
様
で
、
牽
牛
・
織
女
の
星

が
見
え
ま
せ
ん
。
９
月
９
日
は「
重
陽
の
節
句
」

で
、
酒
に
菊
の
花
を
浮
か
べ
て
健
康
を
祈
り

ま
す
が
、
菊
の
花
は
時
期
的
に
ま
だ
早
く
、

こ
れ
ら
を
旧
暦
に
直
し
て
約
ひ
と
月
遅
ら
せ

る
と
、全
て
が
す
ん
な
り
理
解
で
き
る
の
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
奇
数
が
重
な
る
月
は
、
芽
出

度
い
月
と
し
て
節
句
の
祭
が
と
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
に
１
月
７
日
の「
人
日
の
節
句
」

を
加
え
る
と
五
節
句
と
な
り
ま
す
。

温 知故 新

　とにかく朝型になりました。日曜日は夜9時になったら「おやすみ」と言っ
て寝ます。母と私、子供達もおじいさんのようやと言ってますが、毎朝4時半
頃には起きテーブルを拭き一人ずつにお盆を並べ、仏壇のお給仕等をし手を合
わせ、トレーニング、ランニング、剣道、ゴルフの素振りを続けています。継
続は大変だと思いますが、大した人やと母と感心しています。有難いことです。
　また車、会社がいつもきれいになりました。車はいつ見てもよく手入れをし
ていますし、会社は古いですが、整理整頓が出来ています。主人がいらないも
のを捨て片付けたら頭がスッキリしたと言っていました。私もたまに会社に行
きますが、嬉しく思います。
　主人が色々な方のご指導をいただいて自分を変えようと努力した結果だと
思います。これからもどうぞよろしくお願い致します。
　まだ変えてもらいたいところが実はあります。
　偉そうに言ってすみません。

辻田 讓司相談役
（松原市倫理法人会／天美陸運株式会社）

「朝型になりました」
奥さま・孝子さまより寄稿

　高倉社長が訪問散髪の会社を設立されて４年目になり、一緒に倫理を
学び始めて２年半になります。
　きっかけは千里中央の土屋会長と一緒に千里中央のモーニングセミ
ナーに参加したことからです。半年間はただセミナーに参加しているだけ
で何の学びもしてなかったそうですが、倫理指導を受けてから人とのご縁
の大切さを実感されました。倫理実践の学びを大事に行動することで、売
り上げも昨年より80%UP、取り引き先数も倍増してきたそうです。僕も、
高倉社長と知り合って10年を超えますが、最近は高倉社長に励まされる
事が増えてきてアドバイスも一言一言が変わってきたように思います。
　今年は去年までとは違い「思い立ったたら即行動！やり抜く！」をモッ
トーに倫理実践を基底にお客様に喜んで頂ける仕事を提供していきたい
とおっしゃっておられました。
　これからも千里中央倫理法人会高倉事務長を宜しくお願いします。

高倉 努事務長
（千里中央倫理法人会／ RG株式会社）

「高倉社長と倫理を学びだして」
関連会社の㈲さんぱつや　平井氏より寄稿
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◆ 大阪環状線めぐり ◆

　

大
正
区
は
昭
和
７
年

（
１
９
３
２
）
に
で
き
た
が
、

区
名
は
大
正
４
年（
１
９
１
５
）

に
架
設
さ
れ
た
大
正
橋
（「
橋
」

は
省
略
し
た
）
に
由
来
す
る
。

大
正
区
は
尻
無
川
と
木
津
川

に
挟
ま
れ
た
島
で
、
同
年
ま
で

橋
は
一
つ
も
な
く
渡
し
舟
で
往

来
し
、
住
民
は
不
便
を
極
ま
っ

て
い
た
。
区
名
に
大
正
橋
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
正
区
は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
ま
で
は
西

成
郡
三
軒
家
町
、
同
年
大
阪
市
西
区
に
編
入
、
大

正
14
年
（
１
９
２
５
）
港
区
に
編
入
、
さ
ら
に
昭
和

７
年
、
人
口
増
加
で
分
区
す
る
際
に
大
正
区
と
な
っ

た
。

　

大
正
区
の
町
名
は
新
田
開
発
に
尽
力
し
た
開
発

者
の
名
が
多
く
残
り
、
先
人
の
功
績
を
今
も
顕
彰

し
て
い
る
。
当
地
は
江
戸
初
期
ま
で
は
、
芦
が
茂
る

無
人
の
大
阪
湾
の
砂
州
あ
っ
た
が
、
木
津
勘
助
が

新
田
開
発
を
始
め
た
。
Ｊ
Ｒ
大
正
駅
前
の
三
軒
家

は
、
新
田
開
発
の
た
め
の
家
が
三
軒
あ
っ
た
の
が
由

来
、
現
在
約
６
万
８
千
人
が
暮
ら
す
原
型
で
あ
る
。

泉
尾
は
１
７
０
０
年
頃
の
開
発
者
、
北
村
六
右
衛

門
の
出
身
地
、
和
泉
国
踞つ
く
お尾
村
の
「
泉
」
と
「
尾
」

を
採
っ
た
。
古
の
人
達
は
出
身
地
を
誇
り
と
し
て
い

た
。
北
村
の
町
名
も
あ
る
。
ち
な
み
に
Ｊ
Ｒ
阪
和

線
津
久
野
駅
に
も
残
る
津
久
野
町
は
、「
踞
」
が
常

用
漢
字
に
な
く
「
津
久
」
を
当
て
た
。
１
８
２
８

年
に
千
林
村
（
現
旭
区
）
出
身
の
岡
島
嘉
平
次
が

開
発
し
た
の
が
千
島
、
千
林
の
「
千
」
と
岡
島
の

「
島
」
を
合
わ
せ
た
。
幕
府

は
岡
島
嘉
平
次
の
功
績
を

称
え
、「
恩
が
加
わ
る
」
の

好
字
を
与
え
恩
加
」
の
町

名
が
残
る
。
平
尾
は
平
尾

与
左
衛
門
に
よ
る
。
私
達

は
こ
れ
ら
、
大
変
な
努
力

を
さ
れ
た
開
発
者
の
お
か

げ
で
、今
こ
の
土
地
に
立
っ

て
い
る
。
感
謝
！

（
大
阪
案
内
人
・
西
俣 

稔
）

駅名と周辺の歴史  「大正駅」

経
営
者
の
集
い  

参
加
費
無
料
。
ど
な
た
で
も

予
約
な
し
に
ご
参
加
頂
け
ま
す
。

大
阪
市
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
3
月
2
日
㈪　
18
時
30
分
〜
19
時
30
分

【
会　
場
】
大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

【
講　
師
】
石
川
県
倫
理
法
人
会 

研
修
委
員
長 

法
人
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー　

飯
山 

晄
朗
氏

【
テ
ー
マ
】「
逆
境
を
楽
し
む
」

倫
理
経
営
講
演
会  

ご
参
加
は
各
単
会
担
当
者
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
「
こ
こ
に
活
路
あ
り 

～
大
転
換
期
を
い
か
に
乗
り
き
る
か
～
」

枚
方
・
交
野
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
3
月
2
日
㈪　
18
時
〜

【
会　
場
】
北
大
阪
商
工
会
議
所

【
講　
師
】（
一
社
）
倫
理
研
究
所　
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

岡
村 

建
一
氏

	
石
川
県
倫
理
法
人
会 

幹
事
長　
連 

友
也
氏

【
費　
用
】
２
、０
０
０
円

大
阪
西
区
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
3
月
13
日
㈮　
18
時
30
分
〜
20
時
20
分

【
会　
場
】
大
阪
市
浪
速
区
湊
町
１
丁
目
４
番
１
号 

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ビ
ル 

４
階

【
講　
師
】（
一
社
）
倫
理
研
究
所 
参
与　
中
西 

浩
氏

【
費　
用
】 

2
、
０
０
０
円
（
懇
親
会
３
、０
０
０
円
）

大
阪
天
王
寺
区
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
3
月
16
日
㈪　
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

【
会　
場
】
七
田
チ
ャ
イ
ル
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
本
社
ビ
ル

【
講　
師
】（
一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
局
普
及
事
業
部

	

北
海
道
・
東
北
方
面
担
当 

専
任
研
究
員　
宮
内 
秀
樹
氏

【
費　
用
】
2
、
０
０
０
円

高
槻
市
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
3
月
19
日
㈭　
18
時
30
分
〜
20
時

【
会　
場
】	

高
槻
市
現
代
劇
場
文
化
ホ
ー
ル 

３
Ｆ

【
講　
師
】（
一
社
）
倫
理
研
究
所
法
人
局 

参
事
・
法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

齊
藤 

和
宏
氏

【
費　
用
】
２
、０
０
０
円
（
懇
親
会
２
、０
０
０
円
）

大
阪
鴻
池
倫
理
法
人
会

【
日　
時
】
3
月
25
日
㈬　
18
時
30
分
〜
20
時

【
会　
場
】
ホ
テ
ル 

セ
イ
リ
ュ
ウ

【
講　
師
】（
一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
局 

参
事　
蓮
実 

利
勝
氏

【
費　
用
】
２
、０
０
０
円
（
懇
親
会
１
、５
０
０
円
）

★
ト
ピ
ッ
ク
ス
★ 

単
会
イ
ベ
ン
ト

大
阪
府
倫
理
法
人
会

西
地
区
「
ミ
ニ
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催

　

1
月
19
日
に
事
務
局
に
て
西
地
区
の
新
入
会
員
向
け
「
ミ
ニ
」

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
と
銘
打
っ
て
い

る
の
は
、
入
会
後
す
ぐ
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
講
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
小
規
模
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
毎

月
開
催
し
て
入
会
後
す
ぐ
に
倫
理
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
試
み
な
の
で
「
ミ
ニ
」
を
つ
け
ま
し
た
。
1
月
以

降
8
月
ま
で
毎
月
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
今
回
は
新
入
会
員
6
名
、
西
地
区
の
役
員
・
会
長
・
紹
介

者
に
も
参
加
し
て
頂
き
、
総
勢
11
名
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
1
時
間
半
み
っ
ち
り
と
倫
理
法
人
会
に
つ
い
て
の
講
義
を

し
そ
の
後
、
場
所
を
懇
親
会
場
に
移
し
、
そ
こ
で
も
先
輩
会

員
か
ら
倫
理
法
人
会
に
入
会
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
熱

く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
記
・
浜
野 

太
郎 

西
地
区
地
区
長
／
大
阪
府
倫
理
法
人
会
）

松
原
市
倫
理
法
人
会

「
大
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
開
催

　

１
月
25
日
い
つ
も
の
Ｍ
Ｓ
会
場
に
て
地
元
の
歌
自
慢
、
声

自
慢
の
方
々
が
集
い
各
単
会
か
ら
は
応
援
や
、
盛
り
上
げ
係

り
な
ど
を
し
て
頂
き
、
日
頃
お
誘
い
を
し
て
お
り
ま
す
ゲ
ス

ト
の
方
々
に
も
来
て
頂
き
楽
し
い
歌
声
の
１
日
を
過
ご
す
事

が
出
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
府
の
田
畑
章
副
会
長
の
紙
芝
居
を

取
り
入
れ
倫
理
の
大
切
さ
、
倫
理
の
学
び
の
素
晴
ら
し
さ
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
、
お
陰
様
で
ゲ
ス
ト
の
方
よ

り
新
入
会
の
嬉
し
い
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義

な
企
画
に
な
り
ま
し
た
事
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
々
様

に
心
よ
り
感
謝
、
感
謝
で
す
。

（
記
・
長
谷
川 

俊
夫 

監
査
／
松
原
市
倫
理
法
人
会
）

東
大
阪
市
倫
理
法
人
会

東
日
本
大
震
災
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「
千
の
音
色
で
つ
な
ぐ
絆
・

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

【
会　
場
】
東
大
阪
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

【
日　
時
】
4
月
4
日
㈯　
13
時
30
分
〜

【
入
場
料
】
2
、
０
０
０
円

　
大
震
災
に
よ
る
犠
牲
者
の
鎮
魂

の
た
め
、
ま
た
被
災
地
復
興
支
援

の
風
化
を
防
ぐ
た
め
に
被
災
木
か

ら
作
っ
た
バ
イ
オ
リ
ン
で
世
界
中

の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
１
０
０
０

人
に
よ
る
リ
レ
ー
演
奏
会
を
行
う

と
い
う
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

（
記
・
甲
田 

浩
子 

監
査
／
東
大
阪
市
倫
理
法
人
会
）

参 加 社 数
	 第一位	 堺　　　市	126.25 社
	 第二位	 千 里 中 央	 50.00 社
	 第三位	 大阪中央区	 49.00 社
	 第四位	 吹　田　市	 47.00 社
	 第五位	 道　頓　堀	 46.75 社

自単会参加社数
	 第一位	 堺　　　市	 69.75 社
	 第二位	 千 里 中 央	 43.00 社
	 第三位	 堺 市 中 区	 33.50 社
	 第四位	 吹　田　市	 33.00 社
	 第五位	 新　大　阪	 29.25 社

自単会参加社出席率
	 第一位	 堺　　　市	 39.4 %
	 第二位	 大阪都島区	 37.3 %
	 第三位	 吹　田　市	 35.1 %
	 第四位	 新　大　阪	 31.5 %
	 第五位	 枚方・交野	 30.7 %

平成27年１月度「モーニングセミナー」参加平均ランキング

大阪の歴史と文化再発見 82
▪弘化二年（1845）の現大正区
　泉尾、恩加島、千島などの地名が今に続く

■訂正とお詫び　前回、司馬遼太郎の大正2年生まれは、大正12年生まれでした。 12
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